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ダッシュボードあるある

リリース当初は見たけど、今はもう見てない

見た目がイマイチ…

ユーザー 開発者



ダッシュボードあるある

ユーザー 開発者

いつの間にか使われなく
なってしまう

ダサい



ダッシュボードとは





組織で使うべきダッシュボード

•見てすぐに判断ができ、次の行動に移れるもの

•必要な情報に入れ替えることができるもの
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対象者が見て

見て
目的が明確で 必要な情報がある

すぐに 判断できる
見やすく パフォーマンスよく 必要な情報に集中できる
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対象者と目的が明確なら
ダッシュボードの型は決まる



ダッシュボードの型

Strategic Analytical Operational

使用目的 KPI, ベンチマーク
比較

個別の質問
全体把握
アラート

確認頻度 日次、週次、月次 必要に応じて 頻繁

情報の粒度 粗い 最初は粗い 細かい

操作 ×/△ 〇 ×



Strategic

トピック特化型KPI型



Strategic

シンプルな色付け

数字

補足情報

• 一覧性を重視
• 数字と補足情報の組み
合わせ

• 詳細な情報はない
• 色は OK/NG 情報のみ
• 操作はしない

KPI型



Strategic

トピック特化型

概況把握
(KPI)

項目間比較

時系列

より詳細情報

• ある部門/タスク/プロジェク
トの全貌が把握できる

• 概況 (KPI) とより詳細な情
報の組み合わせ

• 操作はほとんどしない



Analytical

自由探索型QA型



Analytical

自由探索型QA型

• 必要そうな情報を予め列挙
• フィルター等の連携

• ユーザー自身が操作して答えを得る



Analytical

自由探索型QA型

• 必要そうな情報を予め列挙
• フィルター等の連携

• ユーザー自身が操作して答えを得る

Web編集で代替可能
(Creator/Explorer)



Operational

横断型

https://public.tableau.com/profile/yoshihito.kimura#!/vizhome/paperfactory2/1_1

https://public.tableau.com/profile/yoshihito.kimura


Operational

横断型

https://public.tableau.com/profile/yoshihito.kimura#!/vizhome/paperfactory2/1_1

• 頻繁に更新される
• 頻繁に確認する (ディスプレイ表
示等)

• ある期間内の全貌が確認できる
• チーム/トピック間を比較する
• 操作はしない

https://public.tableau.com/profile/yoshihito.kimura


情報の粒度
粗い

細かい

高い

操作の必要性
低い

KPI型

トピック
特化型

横断型

自由分析型

QA型



情報の粒度
粗い

細かい

高い

操作の必要性
低い

KPI型

トピック
特化型

横断型

自由分析型

QA型

意思決定層

ユーザー/

アナリスト層



対象者が見て

見て
目的が明確で 必要な情報がある
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型が決まったら

必要なViz を決める



「これまでの報告書にあったから」
XX チャートを作りたい

ダメな例

円グラフとか…



良い例

この指標の時間による変化を示したい
他の項目との比較をしたい

地域による偏りの有無を示したい



https://github.com/ft-interactive/chart-

doctor/blob/master/visual-
vocabulary/Visual-vocabulary-JP.pdf

https://github.com/ft-interactive/chart-doctor/blob/master/visual-vocabulary/Visual-vocabulary-JP.pdf




対象者が見て

見て
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可読性 視認性 判読性

ダッシュボードにおける「見やすさ」

読みやすさ 認識しやすさ 誤解しにくさ



可読性

読みやすさ

テキスト (文字)

ダッシュボードの意図を的確に伝える手段

• タイトル

• 説明 (凡例)

• 紹介

• ラベル

• ガイド

• ヘルプ

• 詳細

• ハイライト

• ネクスト アクション

• リコメンド
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視認性

認識しやすさ

配置 (レイアウト)

情報はただ並べればいいわけではない

• グリッド

• レイアウト コンテナー

• パディング











判読性

誤解しにくさ

色

避けるべきは意味のない色使い

• 色相

• 色の濃淡



色相 色の濃淡 (強度)



色相

どの色を使うべきか

• 色の印象に合致するもの

• 自社のロゴから選べば間違いない

何色使うべきか

• 3~4 色
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色の濃淡 (強度)

色に意味はないが、

詳細は残したい場合に活用

• 意味ある色以外は灰色に

• メインカラーをグラデーションに



どちらも同じ



注目点に絞ってもいい



対象者が見て

見て
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見られなくなるダッシュボード



デザイン観点からのパフォーマンス

データの
粒度/量

フィルター
カード

固定
サイズ



悪い例



データの
粒度/量

マーク数≒表示速度

マークの数＝クエリ－の結果の数

• 最初の表示が最大のクエリ－

• マークの数が多くなるとCPU/メモリに負荷

• そもそもどこを見るべきかがわからない

• クロス集計/散布図/カスタム ポリゴンに注
意



フィルター
カード

列挙型のフィルターは遅い

フィルターのメンバー数＝クエリ－の結果の数

• 表示するだけでもクエリ－が流れる

• とりわけ列挙型はすべての値を取得する

• 「関連値のみ」は処理が長くなる



列挙型 非列挙型



固定
サイズ

固定サイズでキャッシュ利用

ダッシュボード サイズを固定するとキャッシュが
活用できる

• サイズが自動だと都度描画される



対象者が見て

見て
目的が明確で 必要な情報がある

すぐに 判断できる
見やすく パフォーマンスよく 必要な情報に集中できる



必要な情報に集中させるために

視線を誘導せよ









理解速度＝集計の粒度

＞ ＞



概要から詳細へ

＞ ＞



概要から詳細へ

＞ ＞
大きな数字 概要 より詳細



まとめ

ダッシュボードの型

見て
適切な Viz

すぐに 判断できる
見やすさ パフォーマンス 配置と粒度



試してみる？








